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教
授
（
茎
葱
会
学
）
に
よ

る
と
、
図
は
１
８
８
８
年
、

農
商
務
省
が
複
数
製
作
し
、

現
在
、
小
谷
家
が
保
管
す
る

ほ
か
、
公
的
図
醤
館
で
は
金

大
附
属
図
書
館
が
唯
一
所

蔵
。
金
大
の
前
身
の
旧
制
四

高
が
１
９
１
７
（
大
正
６
）

年
に
購
入
し
、
授
業
で
使
っ

て
い
た
と
み
ら
れ
る
。

吉
道
教
授
に
よ
る
と
、
従

来
、
こ
の
魚
類
図
が
閏
沢
と

関
連
付
け
て
考
え
ら
れ
る
こ

と
は
な
か
っ
た
が
、
今
回
の

発
見
で
関
沢
が
図
を
贈
答
品

に
用
い
て
い
た
こ
ど
が
分
か

っ
た
の
に
加
え
、
図
の
出
版

当
時
、
関
沢
が
製
作
元
の
農

商
務
省
に
勤
務
し
て
い
た
こ

と
か
ら
、
関
沢
が
こ
の
図
の

製
作
に
関
わ
っ
た
可
能
性
が

大
き
い
と
い
う
。
吉
道
教
授

は
「
書
状
の
発
見
が
水
産
業

の
発
展
に
尽
く
し
た
関
沢
の

功
績
が
広
ま
る
き
っ
か
け
に

な
れ
ば
う
れ
し
い
」
と
話
し

た
。
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関
沢
明
溺
Ｔ
８
４
Ｂ
～
理
加
蛮
藩
士
閏
沢
安
左
術
門
の
次

黒
瀧
議
蕊

那
鯨
鎌
の
採
用
、
遠
洋
マ
グ
ロ
漁
業
の
普
及
に
尽
く
し
た
。
水
産
伝
習

所
（
東
京
水
産
大
の
誌
観
己
の
初
代
所
唖
帯
北
圃
新
聞
社
か
ら
「
関
沢

明
漉
ｌ
若
き
加
鍾
藩
実
夜
明
け
の
海
へ
」
が
発
刊
さ
れ
て
い
る
。
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．§g雪霊郷、 サ
ケ
の
謹
殖
技
術
な
ど
を
日
本
に
伝
え

「
水
産
業
の
父
」
と
呼
ば
れ
る
加
賀
藩
士
出

身
の
琴
癖
翻
輝
が
明
治
時
代
、
千
葉
県
館
山

の
旧
家
に
送
っ
た
書
状
が
１
日
ま
で
に
見
つ

か
っ
た
。
関
沢
が
水
産
業
を
志
す
生
徒
を
漁

の
盛
ん
な
館
山
に
派
遣
し
て
実
習
を
種
ま

せ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
ほ
か
、
生

薩
窪
受
け
入
れ
て
く
れ
た
礼
と
し
て
精
密

な
魚
類
図
を
贈
っ
て
い
た
こ
と
も
分
か

り
、
関
沢
の
水
産
業
発
展
へ
の
憎
熱
が
伝

わ
る
資
璽
な
査
料
だ
と
い
｛
弓

湾

ｈ
略
鰯
鰯
ド
ワ
ィ
ド
石
川
胎
畷
鰯
ジ
ー

者
が
る
石
版
画
「
日
本
重
要
水
産

（
明
動
植
物
之
図
」
が
、
生
徒
受

職
却
既
刷
垂
祉
荏
騨
諏

項
る
こ
と
も
、
播
状
の
記
述
か

明
を
ら
初
め
て
分
か
っ
た
。

も
満
こ
の
図
は
イ
セ
エ
ピ
や
マ

な
ど
ン
ボ
ウ
、
ア
シ
カ
な
ど
海
の

り
、
生
物
１
５
９
種
の
絵
と
名

て
い
前
、
体
長
な
ど
が
日
本
語
と

徒
が
フ
ラ
ン
ス
語
で
記
さ
れ
て
い

網
元
る
。
関
沢
に
つ
い
て
調
べ
て

一
し
て
い
る
金
沢
工
大
里
置
悦
子

上
皇
」
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理
昌

司
玖
男

7
千
葉
の
網
元
に
贈
呈
漁
業
へ
情
熱
示
す

父
の

一
一
一

と
直
筆
で
書
か
れ
て
お
り
、

関
沢
が
所
長
を
務
め
て
い

た
水
産
伝
習
所
の
生
徒
が

江
戸
時
代
か
ら
続
く
網
元

だ
っ
た
小
谷
家
に
滞
在
し
て

》
雛
蝋
潅
鍔
窪
何

琴
謙
‐
ラ
ム
量
が
る
石
琶
日
本
重
萎

確
霊
し
た
。
ｌ
ｓ
ｇ
ｏ
爾
麺
箪
皇
塗
隻

諦
謹
独
鞘
繍
蔑
刷
謹
講

地
出
張
唐
霊
亀
る
こ
と
墓
状
の
霊
か


